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南極周極流・ウェッデルジャイアと海氷移流のダイナミクスの解明を目指して
Dynamics of Antarctic Circumpolar Current, Weddell Gyre and sea ice distribution
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南極周極流・ウェッデルジャイア・海洋フロント・海氷のダイナミクスを、現場観測、セディメントトラップ実験、海
洋コアの古海洋解析、モデル実験から復元し、全球気候変動との相互作用を解明する。そのために，中長期的視点に立っ
て，以下の観測研究を実行する。
１）セディメントトラップ実験を行い、極前線および季節海氷域における沈降粒子の季節変動を明らかにし、生物地

球化学プロセスに対する海氷被覆の影響を解明する。
２）緯度トランセクトで採取されたピストンコアの古海洋解析を行い、最終氷期から完新世における南大洋の表層水

温、塩分、栄養塩、冬季海氷分布、ダスト供給、生物ポンプ等の変動を復元し、南極周極流・ウェッデルジャイアの時空
間変動のダイナミクスを明らかにする。
３）深海掘削コア（ODP, IODP）の解析を行い、鮮新世温暖期から第四紀への気候寒冷化における南極周極流・ウェッ

デルジャイアと海氷・海洋フロントの変動と南極氷床・海水準・全球気候変動との相互作用を解き明かす。
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